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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年12月24日(2020.12.24)

【公表番号】特表2019-502166(P2019-502166A)
【公表日】平成31年1月24日(2019.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-003
【出願番号】特願2018-534581(P2018-534581)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｃ   7/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/26     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/28     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/11     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｃ    7/02     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/26     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/28     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    1/11     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年11月12日(2020.11.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　それにもかかわらず、光学レンズ１２は、染料または他の添加剤をインマス（ｉｎ－ｍ
ａｓｓ）法で含んでもよい。一実施形態では、光学レンズ１２は、レンズに審美的に望ま
しい色合いまたは着色を与える染料または顔料を含んでもよい。別の実施形態では、光学
レンズ１２は、薄膜コーティング１８のＵＶ遮断特性を補う、ＵＶ吸収添加剤をインマス
（ｉｎ－ｍａｓｓ）法で含んでもよい。ＵＶ／青色吸収染料とＵＶ／青色吸収添加剤とは
、市販されており、ＢＰＩ　Ｍｅｌａｎｉｎ　Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃ　Ｔｉｎｔ、Ｄｉ
ａｍｏｎｄ　Ｄｙｅ　５５０、ＵＶ　Ｂｌｕｅ　Ｆｉｌｔｅｒ　Ｖｉｓｉｏｎ　４５０（
Ｂｒａｉｎ　Ｐｏｗｅｒ　Ｉｎｃ．－フロリダ州マイアミ）、およびＣ２００－９５　Ｏ
ｐｔｉ－Ｓａｆｅ　Ｌｅｎｓ　Ｄｙｅ（Ｐｈａｎｔｏｍ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　Ｌａｂｏｒ
ａｔｏｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．－フロリダ州マイアミ）が挙げられる。当該技術分野で公知の
他のＵＶ吸収添加剤としては、ポリアミド、ベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン
、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、ベンゾトリアゾール、ヒドロキシフェニルト
リアジン、２－（２-ヒドロキシフェニル）－ベンゾトリアゾール、２-ヒドロキシ－ベン
ゾフェノン、ヒドロキシフェニル-s-トリアジン、およびオキサルアニリドが挙げられる
。好ましい実施形態では、ＵＶ吸収添加剤は、約２８０ｎｍ～約４００ｎｍの波長範囲で
少なくとも約９５％まで光の透過を減衰させ、より好ましくは、約３２０ｎｍ～約４００
ｎｍの範囲で少なくとも９９％まで光の透過を減衰させる。ＵＶ吸収添加剤の添加は、光
学レンズ１２に、はっきりした黄色～赤色の色合いを与えることがある。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００２７】
　図３に示すように、透過の減衰は、約３２０ｎｍ未満の波長で減少する。上記のように
、眼科用レンズシステム１０のＵＶ遮断特性は、透過の減衰が約３２０ｎｍ～約４００ｎ
ｍで少なくとも約９５％であるように、ＵＶ吸収添加剤をインマス（ｉｎ－ｍａｓｓ）法
で光学レンズ１２に添加することによって補えるかもしれない。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　インマス（ｉｎ－ｍａｓｓ）法による染料または顔料を必要とせず、従来のＵＶ／青色
遮断レンズの透過の減衰に似た特性を有する薄膜コーティングを開発することも可能であ
る。表４に示した各層の材料の厚さを除いて、実施例１に記載のように、交互になる高屈
折率（ＴｉＯ2）材料と低屈折率（ＳｉＯ2）材料との１０層からなる薄膜コーティングを
開発した。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼科用レンズであって、
前面および後面を有する光学レンズと、
前記前面上に、高屈折率材料および低屈折率材料の交互層を含む薄膜コーティングであっ
て、光の透過を減衰させ、３２０ｎｍ～４２０ｎｍの範囲に亘って少なくとも８０％、４
４０ｎｍで４０％～６０％、および４８０ｎｍ～７００ｎｍの範囲で２０％以下の反射率
を含む分光反射率曲線を有する薄膜コーティングとを含み、
　前記分光反射率曲線が、４２０ｎｍ～４５０ｎｍで単調に減少する、眼科用レンズ。
【請求項２】
　前記分光反射率曲線が、４８０ｎｍ～５００ｎｍでの波長で５％～１５％の反射率のピ
ークをさらに含む、請求項１に記載の眼科用レンズ。
【請求項３】
前記分光反射率曲線が、４２０ｎｍ～４６０ｎｍで厳密に減少する、請求項１に記載の眼
科用レンズ。
【請求項４】
　前記反射率が、４４０ｎｍで４５％～５５％である、請求項１に記載の眼科用レンズ。
【請求項５】
　前記分光反射率曲線が、４４０ｎｍで－０．６２～－０．７０の間の傾きを有する、請
求項１に記載の眼科用レンズ。
【請求項６】
　前記高屈折率材料が、少なくとも１．９０の屈折率を有し、前記低屈折率材料が、１．
８０以下の屈折率を有する、請求項１に記載の眼科用レンズ。
【請求項７】
　前記低屈折率材料が、１．５０以下の屈折率を有する、請求項６に記載の眼科用レンズ
。
【請求項８】
　前記高屈折率材料が、ＴｉＯ2、ＺｒＯ2、およびＨｆＯ2からなる群から選択される、
請求項６に記載の眼科用レンズ。
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【請求項９】
　前記低屈折率材料が、ＳｉＯ2、ＭｇＦ2、およびＡｌ2Ｏ3からなる群から選択される、
請求項８に記載の眼科用レンズ。
【請求項１０】
　前記薄膜コーティングが、ＴｉＯ2とＳｉＯ2との交互層を含む、請求項７に記載の眼科
用レンズ。
【請求項１１】
　前記光学レンズが、２８０ｎｍ～４００ｎｍの範囲で少なくとも９５％まで光の透過を
減衰させるＵＶ光吸収添加剤をインマス法で含む、請求項１に記載の眼科用レンズ。
【請求項１２】
　前記光学レンズが、３２０ｎｍ～４００ｎｍの範囲で少なくとも９９％まで光の透過を
減衰させるＵＶ光吸収添加剤をインマス法で含む、請求項１に記載の眼科用レンズ。
【請求項１３】
　前記光学レンズの前記後面に反射防止コーティングをさらに含む、請求項１に記載の眼
科用レンズ。
【請求項１４】
　前記反射防止コーティングが、３００ｎｍ～４６０ｎｍの範囲で光の１．５％未満を反
射する、請求項１３に記載の眼科用レンズ。
【請求項１５】
　前記光学レンズが無色である、請求項１に記載の眼科用レンズ。
【請求項１６】
　眼科用レンズのための薄膜コーティングであって、
　交互になる高屈折率材料と低屈折率材料との層を含み、
光の透過を減衰させ、第１の領域と第２の領域とを含む分光反射率曲線を有する薄膜コー
ティングであって、
　前記第１の領域が、３２０ｎｍ～４２０ｎｍの波長範囲に亘って少なくとも８０％の反
射率と、４４０ｎｍの波長で４０％～６０％の反射率と、４６０ｎｍの波長で１０％以下
の反射率とを含み、
　前記分光反射率曲線が、４２０ｎｍ～４５０ｎｍで単調に減少し、そして
　前記第２の領域が、４８０ｎｍ～５００ｎｍの間の波長で５％～１５％の反射率のピー
クを含む、薄膜コーティング。
【請求項１７】
　前記第２の領域の前記反射率のピークが、５０ｎｍから６０ｎｍの半値全幅を有する、
請求項１６に記載の薄膜コーティング。
【請求項１８】
　前記分光反射率曲線が、４２０ｎｍ～４６０ｎｍで厳密に減少する、請求項１６に記載
の薄膜コーティング。
【請求項１９】
　前記反射率が、４４０ｎｍで４５％～５５％である、請求項１６に記載の薄膜コーティ
ング。
【請求項２０】
　前記分光反射率曲線が４４０ｎｍで－０．６２～－０．７０の間の傾きを有する、請求
項１６に記載の薄膜コーティング。
【請求項２１】
　眼科用レンズのための薄膜コーティングであって、
　交互になる高屈折率材料と低屈折率材料との層を含み、
光の透過を減衰させ、分光反射率曲線を有する眼科用レンズのための薄膜コーティングで
あって、
　前記分光反射率曲線が、３２０ｎｍ～４２０ｎｍの範囲に亘って少なくとも８０％の反
射率を含み、４６０ｎｍで１０％以下に減少する第１の領域と、４８０ｎｍ～５００ｎｍ
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で５％～１５％の反射率のピークを含む第２の領域とを含む、薄膜コーティング。
【請求項２２】
　前記第２の領域の前記反射率のピークが、５０ｎｍ～６０ｎｍの間の半値全幅を有する
、請求項２１に記載の薄膜コーティング。
【請求項２３】
　前記分光反射率曲線が、３２０ｎｍ～４２０ｎｍで少なくとも９０％の反射率、４４０
ｎｍで４５％～５５％の反射率、及び、４６０ｎｍ～７００ｎｍで２０％以下の反射率を
含み、
　前記分光反射率曲線が、４２０ｎｍ～４６０ｎｍで単調に減少する、請求項１に記載の
眼科用レンズ。
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